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地形 図 (鹿屋市 )

(出 典 )

地 理 院 タ イ ル 色 別 標 高 図

ht tp s : / /maps .g s i . go . j p /deve l opmen t / i ch i r an . h tm l#re l i e f

自 然 的 条 件 に 関 連 す る 統 計 値 は 以 下 の と お り で す 。

l 森 林 面 積 : 22 ,950 .0 m2 (2015年 ) (鹿 屋 市 )

l 自 然 災 害 に よ る り 災 者 数 : 211 人 (2019年 ) (鹿 児 島 県 )

l 主 要 湖 沼 面 積 : 0 ha (2019年 ) (鹿 屋 市 )

l 年 平 均 相 対 湿 度 : 73 .0 % (2020年 ) (鹿 児 島 県 )

l 日 照 時 間 (年 間 ) : 2 ,041 .4 時 間 (2020年 ) (鹿 児 島 県 )

(出 典 )

統 計 ダ ッ シ ュ ボ ー ド (h t tps : / /dashboa rd . e - s ta t . go . j p / )

https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html#relief
https://dashboard.e-stat.go.jp/
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(ア ) 人 口 推 移

鹿 屋 市 の 人 口 は 2020年 度 時 点 で 約 10 . 0万 人 、 15歳 未 満 人 口 は 15 ,134人 (15 . 2% )、

15～ 6 4歳 人 口 は 54 , 584人 (54 . 8% )、 65歳 以 上 人 口 は 29 ,928人 (30 .0 %)と な っ て い

ま す 。

近 年 の 人 口 は 減 少 傾 向 に あ り 、 2015年 度 か ら 2020年 度 ま で の 間 に 人 口 は 3%減 少 し ま

し た 。

65 歳 以 上 の 人 口 の 増 加 率 は 高 く 、 201 5年 度 か ら 20 20年 度 ま で の 間 の 増 加 率 は 5%で

し た 。

※ 上 記 で は 近 年 の 人 口 の 傾 向 に つ い て 、 増 減 率 が 2%以 下 の 場 合 は 「 ほ ぼ 横 ば い

の 傾 向 」、 そ れ 以 上 の 増 減 が あ っ た 場 合 は 「 増 加 傾 向 」、「 減 少 傾 向 」 と 表 現

し て い ま す 。

(出 典 )

統 計 ダ ッ シ ュ ボ ー ド (h t tps : / /dashboa rd . e - s ta t . go . j p / )

人口の 推移 (鹿屋 市 )

(備 考 )

自 治 体 に よ っ て は グ ラ フ に 何 も 表 示 さ れ な い 場 合 が あ り ま す 。

(出 典 )

統 計 ダ ッ シ ュ ボ ー ド (h t tps : / /dashboa rd . e - s ta t . go . j p / )

https://dashboard.e-stat.go.jp/
https://dashboard.e-stat.go.jp/
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年齢別人 口分布 (鹿 屋市 )

(備 考 )

自 治 体 に よ っ て は グ ラ フ に 何 も 表 示 さ れ な い 場 合 が あ り ま す 。

(出 典 )

統 計 ダ ッ シ ュ ボ ー ド (h t tps : / /dashboa rd . e - s ta t . go . j p / )

https://dashboard.e-stat.go.jp/
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1.1 これまでの鹿屋市の気候の変化

1 .1 .1 気 温

(1) 年 平 均 気 温 ・ 最 低 気 温 ・ 最 高 気 温

鹿 屋 市 の 年 平 均 、 最 低 、 最 高 気 温 は 短 期 的 な 変 動 を 繰 り 返 し な が ら 上 昇 し て お り 、 長 期

的 に は 年 平 均 気 温 に お い て 、 100 年 あ た り 約 3 .5℃ の 割 合 で 上 昇 し て い ま す (4 2年 分 の 観

測 結 果 に 基 づ き 算 出 )。

年平均気 温の推移 (鹿屋 )

日 最高気温の 年平均の推 移 (鹿屋 )
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日 最低気温の 年平均の推 移 (鹿屋 )

(出 典 )

国 立 環 境 研 究 所 に よ る 気 象 庁 提 供 「 過 去 の 気 象 デ ー タ 」 の 解 析 結 果 を も と に 作 成

1. 真 夏 日 ・ 猛 暑 日 、 冬 日 ・ 真 冬 日

真 夏 日 （ 日 最 高 気 温 が 30℃ 以 上 ） の 年 間 日 数 に つ い て は 、 100年 あ た り 約 41 . 5日 の 割

合 で 上 昇 し て い ま す (42年 分 の 観 測 結 果 に 基 づ き 算 出 )。

猛 暑 日 （ 日 最 高 気 温 が 3 5℃ 以 上 ） の 年 間 日 数 に つ い て は 、 1 00 年 あ た り 約 2 .0 日 の 割

合 で 上 昇 し て い ま す (42年 分 の 観 測 結 果 に 基 づ き 算 出 )。

真夏日日 数の推移 (鹿屋 )

(出 典 )

国 立 環 境 研 究 所 に よ る 気 象 庁 提 供 「 過 去 の 気 象 デ ー タ 」 の 解 析 結 果 を も と に 作 成
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猛暑日日 数の推移 (鹿屋 )

冬日日 数の推移 (鹿 屋 )

(出 典 )

国立環 境研究所に よる気象庁提供「 過去の気象 データ」の 解析結 果をもとに 作成
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1 .1 .2 降 水 、 降 雪

年間降水 量の推移 (鹿屋 )

100mm以上 の降雨日数 の推移 (鹿屋 )

(出 典 )

国立環 境研究所に よる気象庁提供「 過去の気象 データ」の 解析結 果をもとに 作成
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年間無降水 日数の推移 (鹿屋 )

1 .1 .3 海 水 温

日 本 近 海 に お け る 2019 年 ま で の お よ そ 100年 間 に わ た る 上 昇 率 は 、 +1 .14℃ /100年

と な っ て お り (信 頼 水 準 99％ で 統 計 的 に 有 意 )、 世 界 平 均 の 上 昇 率 (+0 .55℃ /100年 )よ り も

大 き く 、 日 本 の 気 温 の 上 昇 率 (+1 .24℃ /100年 )と 同 程 度 の 値 と な っ て い る 。

(出 典 )

日 本 の 気 候 変 動 2020
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1.2 将来の鹿屋市の気候・気象の変化

1 .2 .1 気 温

(1) 年 平 均 気 温

鹿 屋 市 で は 、 厳 し い 温 暖 化 対 策 を と ら な い 場 合 (RCP8 .5シ ナ リ オ )、 21世 紀 末 (2081年

～ 2100年 )に は 現 在 (1981年 ～ 2000年 )よ り も 年 平 均 気 温 が 約 4 .4℃ 高 く な る と 予 測 さ れ

て い ま す 。 パ リ 協 定 の 「 ２ ℃ 目 標 」 が 達 成 さ れ た 状 況 下 で あ り 得 る シ ナ リ オ (RCP2 . 6 シ

ナ リ オ )で は 、 21 世 紀 末 (208 1年 ～ 2 100 年 )に は 現 在 (1981年 ～ 200 0年 )よ り も 年 平 均

気 温 が 約 1.9℃ 高 く な る と 予 測 さ れ て い ま す 。

日平均気温 の推移予測 (鹿屋市 )

(出 典 )

以 下 を 基 に し た A-PLAT WebG ISデ ー タ

石 崎 紀 子 (2 020 ) . CM IP5 を ベ ー ス に し た CDFDM 手 法 に よ る 日 本 域 バ イ ア ス 補 正 気

候 シ ナ リ オ デ ー タ ,Ve r . 201909 , 国 立 環 境 研 究 所 地 球 環 境 研 究 セ ン タ ー , do i : 10 . 1759

5/20200415 .001 .
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R C P 2 . 6 2 0 1 1 - 2 0 2 0 年 R C P 8 . 5 2 0 1 1 - 2 0 2 0 年

R C P 2 . 6 2 0 5 1 - 2 0 6 0 年 R C P 8 . 5 2 0 5 1 - 2 0 6 0 年

R C P 2 . 6 2 0 9 1 - 2 1 0 0 年 R C P 8 . 5 2 0 9 1 - 2 1 0 0 年

日平均 気温 基準期 間との差

(出 典 )

以 下 を 基 に し た A-PLAT WebG ISデ ー タ

石 崎 紀 子 (2 020 ) . CM IP5 を ベ ー ス に し た CDFDM 手 法 に よ る 日 本 域 バ イ ア ス 補 正 気

候 シ ナ リ オ デ ー タ ,Ve r . 201909 , 国 立 環 境 研 究 所 地 球 環 境 研 究 セ ン タ ー , do i : 10 . 1759

5/20200415 .001 .
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日最高気温 の推移予測 (鹿屋市 )

(出 典 )

以 下 を 基 に し た A-PLAT WebG ISデ ー タ

石 崎 紀 子 (2 020 ) . CM IP5 を ベ ー ス に し た CDFDM 手 法 に よ る 日 本 域 バ イ ア ス 補 正 気

候 シ ナ リ オ デ ー タ ,Ve r . 201909 , 国 立 環 境 研 究 所 地 球 環 境 研 究 セ ン タ ー , do i : 10 . 1759

5/20200415 .001 .



- 12 -

R C P 2 . 6 2 0 1 1 - 2 0 2 0 年 R C P 8 . 5 2 0 1 1 - 2 0 2 0 年

R C P 2 . 6 2 0 5 1 - 2 0 6 0 年 R C P 8 . 5 2 0 5 1 - 2 0 6 0 年

R C P 2 . 6 2 0 9 1 - 2 1 0 0 年 R C P 8 . 5 2 0 9 1 - 2 1 0 0 年

日最高 気温 基準期 間との差

(出 典 )

以 下 を 基 に し た A-PLAT WebG ISデ ー タ

石 崎 紀 子 (2 020 ) . CM IP5 を ベ ー ス に し た CDFDM 手 法 に よ る 日 本 域 バ イ ア ス 補 正 気

候 シ ナ リ オ デ ー タ ,Ve r . 201909 , 国 立 環 境 研 究 所 地 球 環 境 研 究 セ ン タ ー , do i : 10 . 1759

5/20200415 .001 .
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日最低気温 の推移予測 (鹿屋市 )

(出 典 )

以 下 を 基 に し た A-PLAT WebG ISデ ー タ

石 崎 紀 子 (2 020 ) . CM IP5 を ベ ー ス に し た CDFDM 手 法 に よ る 日 本 域 バ イ ア ス 補 正 気

候 シ ナ リ オ デ ー タ ,Ve r . 201909 , 国 立 環 境 研 究 所 地 球 環 境 研 究 セ ン タ ー , do i : 10 . 1759

5/20200415 .001 .
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R C P 2 . 6 2 0 1 1 - 2 0 2 0 年 R C P 8 . 5 2 0 1 1 - 2 0 2 0 年

R C P 2 . 6 2 0 5 1 - 2 0 6 0 年 R C P 8 . 5 2 0 5 1 - 2 0 6 0 年

R C P 2 . 6 2 0 9 1 - 2 1 0 0 年 R C P 8 . 5 2 0 9 1 - 2 1 0 0 年

日最低 気温 基準期 間との差

(出 典 )

以 下 を 基 に し た A-PLAT WebG ISデ ー タ

石 崎 紀 子 (2 020 ) . CM IP5 を ベ ー ス に し た CDFDM 手 法 に よ る 日 本 域 バ イ ア ス 補 正 気

候 シ ナ リ オ デ ー タ ,Ve r . 201909 , 国 立 環 境 研 究 所 地 球 環 境 研 究 セ ン タ ー , do i : 10 . 1759

5/20200415 .001 .
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1. 真 夏 日 ・ 猛 暑 日 、 冬 日 ・ 真 冬 日

鹿 屋 市 で は 、 厳 し い 温 暖 化 対 策 を と ら な い 場 合 (RCP8 .5シ ナ リ オ )、 基 準 年 (1981～ 20

00年 の 平 均 )と 比 べ 猛 暑 日 が 100年 間 で 年 間 約 30日 増 加 、 真 夏 日 が 約 70日 増 加 す る と 予

測 さ れ て い ま す 。 パ リ 協 定 の 「 2℃ 目 標 」 が 達 成 さ れ た 状 況 下 で あ り 得 る シ ナ リ オ (RCP2 .

6 シ ナ リ オ )で は 、 猛 暑 日 が 10 0年 間 で 年 間 約 4 日 増 加 、 真 夏 日 が 約 25 日 増 加 す る と 予 測

さ れ て い ま す 。

※ 100年 後 の 値 は 2081～ 2090、 2091～ 2100年 の 平 均 を 用 い て い ま す 。

猛 暑 日 の 推 移 予 測 (鹿 屋 市 )

(出 典 )

以 下 を 基 に し た A-PLAT WebG ISデ ー タ

石 崎 紀 子 (2 020 ) . CM IP5 を ベ ー ス に し た CDFDM 手 法 に よ る 日 本 域 バ イ ア ス 補 正 気

候 シ ナ リ オ デ ー タ ,Ve r . 201909 , 国 立 環 境 研 究 所 地 球 環 境 研 究 セ ン タ ー , do i : 10 . 1759

5/20200415 .001 .
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R C P 2 . 6 2 0 1 1 - 2 0 2 0 年 R C P 8 . 5 2 0 1 1 - 2 0 2 0 年

R C P 2 . 6 2 0 5 1 - 2 0 6 0 年 R C P 8 . 5 2 0 5 1 - 2 0 6 0 年

R C P 2 . 6 2 0 9 1 - 2 1 0 0 年 R C P 8 . 5 2 0 9 1 - 2 1 0 0 年

猛暑 日 基準期間 との差

(出 典 )

以 下 を 基 に し た A-PLAT WebG ISデ ー タ

石 崎 紀 子 (2 020 ) . CM IP5 を ベ ー ス に し た CDFDM 手 法 に よ る 日 本 域 バ イ ア ス 補 正 気

候 シ ナ リ オ デ ー タ ,Ve r . 201909 , 国 立 環 境 研 究 所 地 球 環 境 研 究 セ ン タ ー , do i : 10 . 1759

5/20200415 .001 .
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真夏日の 推移予測 (鹿 屋市 )

(出 典 )

以 下 を 基 に し た A-PLAT WebG ISデ ー タ

石 崎 紀 子 (2 020 ) . CM IP5 を ベ ー ス に し た CDFDM 手 法 に よ る 日 本 域 バ イ ア ス 補 正 気

候 シ ナ リ オ デ ー タ ,Ve r . 201909 , 国 立 環 境 研 究 所 地 球 環 境 研 究 セ ン タ ー , do i : 10 . 1759

5/20200415 .001 .
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R C P 2 . 6 2 0 1 1 - 2 0 2 0 年 R C P 8 . 5 2 0 1 1 - 2 0 2 0 年

R C P 2 . 6 2 0 5 1 - 2 0 6 0 年 R C P 8 . 5 2 0 5 1 - 2 0 6 0 年

R C P 2 . 6 2 0 9 1 - 2 1 0 0 年 R C P 8 . 5 2 0 9 1 - 2 1 0 0 年

真夏 日 基準期間 との差

(出 典 )

以 下 を 基 に し た A-PLAT WebG ISデ ー タ

石 崎 紀 子 (2 020 ) . CM IP5 を ベ ー ス に し た CDFDM 手 法 に よ る 日 本 域 バ イ ア ス 補 正 気

候 シ ナ リ オ デ ー タ ,Ve r . 201909 , 国 立 環 境 研 究 所 地 球 環 境 研 究 セ ン タ ー , do i : 10 . 1759

5/20200415 .001 .
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1 .2 .2 降 水 、 降 雪

鹿 屋 市 で は 、 厳 し い 温 暖 化 対 策 を と ら な い 場 合 (RCP8 .5シ ナ リ オ )、 21世 紀 末 (2081年

～ 2 10 0年 ） に は 現 在 ( 198 1年 ～ 2 000 年 )よ り も 降 水 量 が 年 間 約 1 4% 増 加 、 無 降 水 日 数

が 約 6 日 減 少 す る と 予 測 さ れ て い ま す 。 ま た 、 降 雪 量 は 約 20 cm減 少 す る と 予 測 さ れ て い

ま す 。 パ リ 協 定 の 「 2℃ 目 標 」 が 達 成 さ れ た 状 況 下 で あ り 得 る シ ナ リ オ (RCP2 . 6シ ナ リ オ )

で は 、 降 水 量 は 約 0% 増 加 、 無 降 水 日 数 は 約 5 日 増 加 す る と 予 測 さ れ て い ま す 。 ま た 、 降

雪 量 は 約 10cm減 少 す る と 予 測 さ れ て い ま す 。

(出 典 )

以 下 を 基 に し た A-PLAT WebG ISデ ー タ

石 崎 紀 子 (2020 ) . CM IP5 を ベ ー ス に し た CDFDM 手 法 に よ る 日 本 域 バ イ ア ス 補 正 気 候

シ ナ リ オ デ ー タ ,Ver .201909 , 国 立 環 境 研 究 所 地 球 環 境 研 究 セ ン タ ー , do i : 10 .17595/

20200415 .001 .

降水量の 推移予測 (鹿 屋市 )

(出 典 )

以 下 を 基 に し た A-PLAT WebG ISデ ー タ

石 崎 紀 子 (2 020 ) . CM IP5 を ベ ー ス に し た CDFDM 手 法 に よ る 日 本 域 バ イ ア ス 補 正 気

候 シ ナ リ オ デ ー タ ,Ve r . 201909 , 国 立 環 境 研 究 所 地 球 環 境 研 究 セ ン タ ー , do i : 10 . 1759

5/20200415 .001 .
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R C P 2 . 6 2 0 1 1 - 2 0 2 0 年 R C P 8 . 5 2 0 1 1 - 2 0 2 0 年

R C P 2 . 6 2 0 5 1 - 2 0 6 0 年 R C P 8 . 5 2 0 5 1 - 2 0 6 0 年

R C P 2 . 6 2 0 9 1 - 2 1 0 0 年 R C P 8 . 5 2 0 9 1 - 2 1 0 0 年

降水 量 基準期間 との差

(出 典 )

以 下 を 基 に し た A-PLAT WebG ISデ ー タ

石 崎 紀 子 (2 020 ) . CM IP5 を ベ ー ス に し た CDFDM 手 法 に よ る 日 本 域 バ イ ア ス 補 正 気

候 シ ナ リ オ デ ー タ ,Ve r . 201909 , 国 立 環 境 研 究 所 地 球 環 境 研 究 セ ン タ ー , do i : 10 . 1759

5/20200415 .001 .
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R C P 2 . 6 2 0 1 1 - 2 0 2 0 年 R C P 8 . 5 2 0 1 1 - 2 0 2 0 年

R C P 2 . 6 2 0 5 1 - 2 0 6 0 年 R C P 8 . 5 2 0 5 1 - 2 0 6 0 年

R C P 2 . 6 2 0 9 1 - 2 1 0 0 年 R C P 8 . 5 2 0 9 1 - 2 1 0 0 年

最大日降 水量 基準期 間との比

(出 典 )

以 下 を 基 に し た A-PLAT WebG ISデ ー タ

石 崎 紀 子 (2 020 ) . CM IP5 を ベ ー ス に し た CDFDM 手 法 に よ る 日 本 域 バ イ ア ス 補 正 気

候 シ ナ リ オ デ ー タ ,Ve r . 201909 , 国 立 環 境 研 究 所 地 球 環 境 研 究 セ ン タ ー , do i : 10 . 1759

5/20200415 .001 .
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R C P 2 . 6 2 0 1 1 - 2 0 2 0 年 R C P 8 . 5 2 0 1 1 - 2 0 2 0 年

R C P 2 . 6 2 0 5 1 - 2 0 6 0 年 R C P 8 . 5 2 0 5 1 - 2 0 6 0 年

R C P 2 . 6 2 0 9 1 - 2 1 0 0 年 R C P 8 . 5 2 0 9 1 - 2 1 0 0 年

日降水量 100mm以上の日 数 基準期 間との差

(出 典 )

以 下 を 基 に し た A-PLAT WebG ISデ ー タ

石 崎 紀 子 (2 020 ) . CM IP5 を ベ ー ス に し た CDFDM 手 法 に よ る 日 本 域 バ イ ア ス 補 正 気

候 シ ナ リ オ デ ー タ ,Ve r . 201909 , 国 立 環 境 研 究 所 地 球 環 境 研 究 セ ン タ ー , do i : 10 . 1759

5/20200415 .001 .
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R C P 2 . 6 2 0 1 1 - 2 0 2 0 年 R C P 8 . 5 2 0 1 1 - 2 0 2 0 年

R C P 2 . 6 2 0 5 1 - 2 0 6 0 年 R C P 8 . 5 2 0 5 1 - 2 0 6 0 年

R C P 2 . 6 2 0 9 1 - 2 1 0 0 年 R C P 8 . 5 2 0 9 1 - 2 1 0 0 年

無降水 日数 基準期 間との差

(出 典 )

以 下 を 基 に し た A-PLAT WebG ISデ ー タ

石 崎 紀 子 (2 020 ) . CM IP5 を ベ ー ス に し た CDFDM 手 法 に よ る 日 本 域 バ イ ア ス 補 正 気

候 シ ナ リ オ デ ー タ ,Ve r . 201909 , 国 立 環 境 研 究 所 地 球 環 境 研 究 セ ン タ ー , do i : 10 . 1759

5/20200415 .001 .
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1 .2 .3 海 水 温

日 本 近 海 に お け る 2019年 ま で の お よ そ 100年 間 に わ た る 上 昇 率 は 、 +1 .14℃ /100年 と

な っ て お り (信 頼 水 準 99％ で 統 計 的 に 有 意 )、 世 界 平 均 の 上 昇 率 (+0 .55℃ /100年 )よ り も 大

き く 、 日 本 の 気 温 の 上 昇 率 (+1 .24℃ /100年 )と 同 程 度 の 値 と な っ て い ま す 。

(出 典 )

日 本 の 気 候 変 動 2020

R C P 2 . 6 2 1 世 紀 末 R C P 8 . 5 2 1 世 紀 末

海面水 温（年平均 ）基準期間 との差

海 面 水 温 （ 年 平 均 ） 基 準 期 間 と の 差 凡 例

(出 典 )

N i s h i k awa e t a l . ( 2021) , De v e l opmen t o f h i gh - r es o l u t i o n fu tu r e oc ean re g i on

a l p r o j e c t i o n da tas e t s f o r c oa s t a l app l i c a t i o ns i n Japan . P r og r e s s i n Ea r t h a

nd P l ane ta r y Sc i ence , 8 :7 , h t t ps : / /do i . o r g /10 .1186/s40645-020-00399-z

https://doi.org/10.1186/s40645-020-00399-z
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R C P 2 . 6 2 1 世 紀 末 R C P 8 . 5 2 1 世 紀 末

海面水 温（年最高 ）基準期間 との差

海 面 水 温 （ 年 最 高 ） 基 準 期 間 と の 差 凡 例

(出 典 )

N i s h i k awa e t a l . ( 2021) , De v e l opmen t o f h i gh - r es o l u t i o n fu tu r e oc ean re g i on

a l p r o j e c t i o n da tas e t s f o r c oa s t a l app l i c a t i o ns i n Japan . P r og r e s s i n Ea r t h a

nd P l ane ta r y Sc i ence , 8 :7 , h t t ps : / /do i . o r g /10 .1186/s40645-020-00399-z

https://doi.org/10.1186/s40645-020-00399-z
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R C P 2 . 6 2 1 世 紀 末 R C P 8 . 5 2 1 世 紀 末

海面水 温（年最低 ）基準期間 との差

海 面 水 温 （ 年 最 低 ） 基 準 期 間 と の 差 凡 例

(出 典 )

N i s h i k awa e t a l . ( 2021) , De v e l opmen t o f h i gh - r es o l u t i o n fu tu r e oc ean re g i on

a l p r o j e c t i o n da tas e t s f o r c oa s t a l app l i c a t i o ns i n Japan . P r og r e s s i n Ea r t h a

nd P l ane ta r y Sc i ence , 8 :7 , h t t ps : / /do i . o r g /10 .1186/s40645-020-00399-z

https://doi.org/10.1186/s40645-020-00399-z
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1 .2 .4 将 来 の 影 響

(1) 農 業

① 水 稲

鹿 屋 市 で は 、 最 も 気 候 変 動 が 進 ん だ 場 合 （ RCP8 . 5シ ナ リ オ ）、 21世 紀 末 に は 現 在 よ り

も 水 稲 の 収 量 が 約 12%増 加 す る と 予 測 さ れ て い ま す 。

R C P 2 . 6 2 1 世 紀 半 ば R C P 8 . 5 2 1 世 紀 半 ば

R C P 2 . 6 2 1 世 紀 末 R C P 8 . 5 2 1 世 紀 末

コメ収 量 基準期間 との比

(出 典 )
以 下 を 基 に し た A-PLAT WebGISデ ー タ
I sh i g o oka e t a l . ( 2021 ) . " R e v i s i on o f e s t ima t e s o f c l ima t e change impac t s on r i ce y i e l d and q ua l i t y i
n J a pa n b y c o n s i d e r i n g t he c om b i n ed e f f e c t s o f t emp e r a tu r e a nd CO2 conc en t r a t i on " J o u r na l o f A
g r i c u l t u r a l M et e o r o l og y , 77 (2 ) , 139-149 , ( do i : 10 . 2480 /ag rme t . D -20 -00038)
h t t p s : / / adap t a t i on -p l a t f o rm . n i e s . g o . j p / c on so / r e po r t /0 -4 . h tm l

https://adaptation-platform.nies.go.jp/conso/report/0-4.html
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R C P 2 . 6 2 1 世 紀 半 ば R C P 8 . 5 2 1 世 紀 半 ば

R C P 2 . 6 2 1 世 紀 末 R C P 8 . 5 2 1 世 紀 末

出 穂 後 20日 間 の 日 平 均 気 温 26℃ 以 上 の 積 算 値

コメ 品質

(出 典 )

以 下 を 基 に し た A-PLAT WebG ISデ ー タ

Ish i g ooka e t a l . ( 2021) . " Rev i s i on o f e s t ima t es o f c l ima t e change impa c t s on

r i ce y i e l d and qua l i t y in Japan by c on s i de r i ng the comb i ned e f f ec t s o f t emp

e ra tu r e and CO2 concen t r a t i o n " Jou rna l o f Ag r i c u l t u ra l Me t e o ro l o g y , 77 (2 ) ,

139 -149 , ( do i : 10 .2480/ag rme t .D-20 -00038)

h t tps : / /adap tat i on -p la t fo rm .n i e s . go . jp /conso / r epor t /0-4 .h tm l

https://adaptation-platform.nies.go.jp/conso/report/0-4.html
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R C P 2 . 6 2 0 2 1 - 2 0 3 0 年 R C P 8 . 5 2 0 2 1 - 2 0 3 0 年

R C P 2 . 6 2 0 3 1 - 2 0 4 0 年 R C P 8 . 5 2 0 3 1 - 2 0 4 0 年

R C P 2 . 6 2 0 4 1 - 2 0 5 0 年 R C P 8 . 5 2 0 4 1 - 2 0 5 0 年

白未熟 粒の割合

(出 典 )

以 下 を 基 に し た A-PLAT WebG ISデ ー タ

Ish i g ooka e t a l . ( 2021) . " Rev i s i on o f e s t ima t es o f c l ima t e change impa c t s on

r i ce y i e l d and qua l i t y in Japan by c on s i de r i ng the comb i ned e f f ec t s o f t emp

e ra tu r e and CO2 concen t r a t i o n " Jou rna l o f Ag r i c u l t u ra l Me t e o ro l o g y , 77 (2 ) ,

139 -149 , ( do i : 10 .2480/ag rme t .D-20 -00038)

h t tps : / /adap tat i on -p la t fo rm .n i e s . go . jp /conso / r epor t /0-4 .h tm l

https://adaptation-platform.nies.go.jp/conso/report/0-4.html
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1 .2 .5 将 来 の 影 響

(19) 陸 域 生 態 系

R C P 2 . 6 2 1 世 紀 半 ば R C P 8 . 5 2 1 世 紀 半 ば

R C P 2 . 6 2 1 世 紀 末 R C P 8 . 5 2 1 世 紀 末

アカガシ 潜在生育域

(出 典 )

Nakao e t a l . ( 2011) . "A ss e s s i ng the impac t o f l a nd use and c l ima t e change

on t he ev e r g r een b road - l e av ed spec i e s o f Que r cus a cu ta i n Japan " P l an t Ec

o l og y . 212 : 212-229 .

h t tps : / /do i . o r g/10 .1007/s11258-010-9817-7

h t tps : / /adap tat i on -p la t fo rm .n i e s . go . jp /conso / r epor t /0-6 .h tm l

https://doi.org/10.1007/s11258-010-9817-7
https://adaptation-platform.nies.go.jp/conso/report/0-6.html
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R C P 2 . 6 2 1 世 紀 半 ば R C P 8 . 5 2 1 世 紀 半 ば

R C P 2 . 6 2 1 世 紀 末 R C P 8 . 5 2 1 世 紀 末

竹林の分 布可能域

(出 典 )

平 田 ほ か (2020 ) . 「 日 本 の 竹 林 分 布 に 対 す る 気 候 変 動 影 響 評 価 ： 拡 大 リ ス ク 増 大 下 で の

適 応 に む け て 」 環 境 情 報 科 学 学 術 研 究 論 文 集 34 : 210-215 .

h t tps : / /do i . o r g/10 .11492/ ce i s pape r s . c e i s34 .0_210

h t tps : / /adap tat i on -p la t fo rm .n i e s . go . jp /conso / r epor t /0-6 .h tm l

https://doi.org/10.11492/ceispapers.ceis34.0_210
https://adaptation-platform.nies.go.jp/conso/report/0-6.html
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R C P 2 . 6 2 1 世 紀 半 ば R C P 8 . 5 2 1 世 紀 半 ば

R C P 2 . 6 2 1 世 紀 末 R C P 8 . 5 2 1 世 紀 末

マツ枯 れ危険度

(出 典 )

Mat suhash i e t a l . ( 2020 ) . " D ev e l op i n g a po i n t p ro ce ss mode l f o r ec o l

o g i c a l r i s k as ses smen t o f p i n e w i l t d i s ea se a t mu l t i p l e sca l e s " Fo r e s t

eco l og y and managemen t 2020 v .463 pp .118010

ht tp s : / / do i . o r g /10 .1016/ j . f o rec o .2020 .118010

ht tp s : / / adap ta t i on-p l a t f o rm . n i e s . go . j p / con so/ r epo r t /0 -6 . h tm l

https://doi.org/10.1016/j.foreco.2020.118010
https://adaptation-platform.nies.go.jp/conso/report/0-6.html
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R C P 2 . 6 2 1 世 紀 半 ば R C P 8 . 5 2 1 世 紀 半 ば

R C P 2 . 6 2 1 世 紀 末 R C P 8 . 5 2 1 世 紀 末

気候変 動の速度

(出 典 )

高 野 （ 竹 中 ） ほ か (2019) . 「 自 治 体 の 地 域 気 候 変 動 適 応 に 向 け た Ve l o c i t y o f C l ima t e

Change (VoCC )の 解 析 」 環 境 情 報 科 学 学 術 研 究 論 文 集 33 : 49-54 .

h t tps : / /do i . o r g/10 .11492/ ce i s pape r s . c e i s33 .0_49

h t tps : / /adap tat i on -p la t fo rm .n i e s . go . jp /conso / r epor t /0-6 .h tm l

https://doi.org/10.11492/ceispapers.ceis33.0_49
https://adaptation-platform.nies.go.jp/conso/report/0-6.html
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1 .2 .6 将 来 の 影 響

(1) 河 川

① 洪 水

洪 水 に つ い て 、 将 来 予 測 さ れ る 影 響 を 記 載 し ま す 。

R C P 2 . 6 2 0 8 1 - 2 1 0 0 年 R C P 8 . 5 2 0 8 1 - 2 1 0 0 年

洪 水氾濫(年 期待被害額 )

(出 典 )

Yamamo to e t a l . ( 2021 ) " Eva l ua t i o n o f f l o od damage r e du c t i on t h r ou

ghou t Japan f rom adap ta t i o n measu r es tak en unde r a range o f em i s s

i ons m i t i g a t i on scena r i os " C l ima t i c Change 165 , 60 .

h t tp s : / / l i n k . sp r i nge r . com/a r t i c l e /10 .1007/s10584-021-03081-5

h t tp s : / /www . r e s t e c . o r . j p / s i - c a t / _ pub l i c / 202003/S I - CAT%E6%88%90%

E6%9E%9C%E9%9B%86%E5%8E%9F%E7%A8%BF%E9%9B%86_%E3%8

3%95%E3%83%AB_20200302 .pdf#page=40

https://link.springer.com/article/10.1007/s10584-021-03081-5
https://www.restec.or.jp/si-cat/_public/202003/SI-CAT%E6%88%90%
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R C P 2 . 6 2 0 8 1 - 2 1 0 0 年 R C P 8 . 5 2 0 8 1 - 2 1 0 0 年

洪水 氾濫(年期 待最大浸水 深)

(出 典 )

Yamamo to e t a l . ( 2021) "Eva l ua t i o n o f f l o od damage r e duc t i o n th roughou t J

apan f r om adap ta t i o n measu re s t ak en unde r a r ange of em is s i ons m i t i ga t i on

sc enar i os " C l ima t i c Change 165 , 60 .

h t tps : / / l i n k . sp r i nge r . com/ar t i c l e /10 .1007/s10584-021-03081-5

h t tp s : / /www . r es t ec . o r . jp / s i - c a t / _pub l i c /202003/S I -CAT%E6%88%90%E6%9E%

9C%E9%9B%86%E5%8E%9F%E7%A8%BF%E9%9B%86_%E3%83%95%E3%83%

AB_20200302 .pd f#page =40

https://link.springer.com/article/10.1007/s10584-021-03081-5
https://www.restec.or.jp/si-cat/_public/202003/SI-CAT%E6%88%90%E6%9E%
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R C P 2 . 6 2 0 8 1 - 2 1 0 0 年 R C P 8 . 5 2 0 8 1 - 2 1 0 0 年

洪水氾濫 (年期待暴露 人口)

(出 典 )

Yamamo to e t a l . ( 2021) "Eva l ua t i o n o f f l o od damage r e duc t i o n th roughou t J

apan f r om adap ta t i o n measu re s t ak en unde r a r ange of em is s i ons m i t i ga t i on

sc enar i os " C l ima t i c Change 165 , 60 .

h t tps : / / l i n k . sp r i nge r . com/ar t i c l e /10 .1007/s10584-021-03081-5

h t tp s : / /www . r es t ec . o r . jp / s i - c a t / _pub l i c /202003/S I -CAT%E6%88%90%E6%9E%

9C%E9%9B%86%E5%8E%9F%E7%A8%BF%E9%9B%86_%E3%83%95%E3%83%

AB_20200302 .pd f#page =40

https://link.springer.com/article/10.1007/s10584-021-03081-5
https://www.restec.or.jp/si-cat/_public/202003/SI-CAT%E6%88%90%E6%9E%
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(2) 山 地

① 土 石 流 ・ 地 す べ り 等

極 端 に 降 雨 強 度 の 大 き い 豪 雨 が 今 後 増 加 す る 場 合 、 被 害 の 拡 大 が 想 定 さ れ ま す 。

土 石 流 ・ 地 す べ り 等 に つ い て 、 将 来 予 測 さ れ る 影 響 を 記 載 し ま す 。

R C P 2 . 6 2 0 8 1 - 2 1 0 0 年 R C P 8 . 5 2 0 8 1 - 2 1 0 0 年

斜面崩壊 発生確率

(出 典 )

・ 鈴 木 ほ か (2020 ) . 「 気 候 変 動 適 応 策 に 向 け た 土 砂 災 害 警 戒 区 域 の リ ス ク 情 報 の 開 発 」

土 木 学 会 論 文 集 G(環 境 )． Vo l .76 (5 ) , I _211 - I _220 .

・ 齋 藤 ほ か (2017 ) . 「 地 域 へ の 適 用 性 を ふ ま え た 斜 面 崩 壊 発 生 確 率 の モ デ ル と ア ウ ト プ

ッ ト の 開 発 」 土 木 学 会 論 文 集 Ｇ (環 境 ) , Vo l . 73 , I _229- I _ 237 .

h t tp s : / /www . r es t ec . o r . jp / s i - c a t / _pub l i c /202003/S I -CAT%E6%88%90%E6%9E%

9C%E9%9B%86%E5%8E%9F%E7%A8%BF%E9%9B%86_%E3%83%95%E3%83%

AB_20200302 .pd f#page =42

https://www.restec.or.jp/si-cat/_public/202003/SI-CAT%E6%88%90%E6%9E%


- 38 -

R C P 2 . 6 2 1 世 紀 半 ば R C P 8 . 5 2 1 世 紀 半 ば

R C P 2 . 6 2 1 世 紀 末 R C P 8 . 5 2 1 世 紀 末

熱中症 搬送者数

(出 典 )

h t tp s : / /www .n i e s . go . j p / s8 _p ro j ec t / s ympos i um/20141110_s8br .pd f#pag

e=12

https://www.nies.go.jp/s8_project/symposium/20141110_s8br.pdf#pag
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R C P 2 . 6 2 1 世 紀 半 ば R C P 8 . 5 2 1 世 紀 半 ば

R C P 2 . 6 2 1 世 紀 末 R C P 8 . 5 2 1 世 紀 末

熱ストレス 超過死亡数

(出 典 )

h t tps : / /www.n i e s . go . j p / s8 _pro j ec t / s ympos i um/20141110_s8br . pd f#page=12

https://www.nies.go.jp/s8_project/symposium/20141110_s8br.pdf#page=12
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R C P 2 . 6 現 在 ・ 基 準 期 間 R C P 8 . 5 現 在 ・ 基 準 期 間

R C P 2 . 6 2 1 世 紀 半 ば R C P 8 . 5 2 1 世 紀 半 ば

RCP 2.6 21世 紀 末 RCP 8.5 21世 紀 末

ヒトスジシ マカ生息域

(出 典 )

h t tps : / /www.n i e s . go . j p / s8 _pro j ec t / s ympos i um/20141110_s8br . pd f#page=14

https://www.nies.go.jp/s8_project/symposium/20141110_s8br.pdf#page=14
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1 .2 .7 将 来 の 影 響

(1) 観 光 業

① レ ジ ャ ー

レ ジ ャ ー に つ い て 、 将 来 予 測 さ れ る 影 響 を 記 載 し ま す 。

R C P 2 . 6 2 1 世 紀 末 R C P 8 . 5 2 1 世 紀 末

砂浜浸食に よる被害額

(出 典 )

・ 中 嶌 ほ か (2018 ) . 「 気 候 変 動 に よ る 砂 浜 浸 食 に 関 す る 適 応 策 の 費 用 便 益 分 析 」 土 木 学

会 論 文 集 G（ 環 境 ） Vo l .74 , No .5 , I _ 425- I _436 .

・ Udo and Takeda ( 2017) . " P r o j e c t i o ns of Fu tu r e Beach Los s in Japan Due

to Sea-Le ve l R i s e a nd Unce r t a i n t i e s i n P ro j e c t ed Beach Los s " Coas ta l Eng i ne

e r ing Jou rna l ,No . 59 , 1740006 . (DO I : 10 .1142/S057856341740006X)

h t tp s : / /www . r es t ec . o r . jp / s i - c a t / _pub l i c /202003/S I -CAT%E6%88%90%E6%9E%

9C%E9%9B%86%E5%8E%9F%E7%A8%BF%E9%9B%86_%E3%83%95%E3%83%

AB_20200302 .pd f#page =56

https://www.restec.or.jp/si-cat/_public/202003/SI-CAT%E6%88%90%E6%9E%

